
津市立南が丘小学校だより                    

かがやく未来   ２０２５，７．１０ NO９ 

３０年、４０年先を… 

毎年、年に数回、私は教職員生活を

スタートさせた第 2の故郷である東紀

州を訪ねています。何度も何度も訪ね

ているものの、今年ゴールデンウィー

クに訪ねた時は山の木の伐採がされて

いる箇所の多さにショックを受けまし

た。杉やヒノキがほとんどだと思いま

すが、一般に杉は成長するまでに３０

年～４０年、ヒノキは６０年以上かか

ると言われています。私が紀州にいた

のが３０数年前で、その時植林したも

のが今、ようやく伐採できるサイズに成長したということになります。ヒノキはその倍近く年数

を要するため、今、伐採できるものは戦後、間もなく植林されたものとなり、その時間の長さに

驚かされるばかりです。その昔、林業に携わっている人と話をした際、「自分は木を伐る時、これ

を植えた人のことを思い、感謝しながら作業をする。そしてそのあとに植林をする時、将来の伐

採者から感謝される自分でありたい。」と聞かせてもらったことがあります。 

家庭教育も学校教育も「人を育てる」というのは、林業同様、今、すぐに結果がでるものでは

ありません。近視眼的に見て、「今、成績がよい」「今、言うことをきくよい子」というのは、林

業で植林をする時の苗の状態でしかありません。また、「いい学校に進学した、就職した」という

のも大切ですが、それはあくまでも途中経過であり、本来の教育の目的ではないのではありませ

ん。子どもが何十年か経った時に、「いろいろなことを乗り越えて、自分は成長することができ

た」「保護者や先生のおかげで立派な大人になれた」、そんな風にふと思ってもらえるよう、私た

ち大人は子どもの３０年、４０年の先を見越して、今、目の前の子どもを育てていきたいと思い

ます。私はかねてより、自分のやってきたこと（授業や励ましの言葉など）の評価は何十年も経

たないと分からないと思いながら１日１日を大切に過ごしてきました。先日、当時人間関係で悩

んでいた５年生の児童に私がかけた一言で、その子が教師を目指し、現在、小学校で頑張ってい

るという話を聞き、大変嬉しく思いました。そして、これからも次の３０年、４０年先のことを

考えながら、今、出会う子どもたち 1人 1人をよく見、励ましの声をかけながら見守っていきた

いと思います。間もなく１学期も終わろうとしていますが、１学期も学校教育にご理解・ご協力

を賜り、有難うございました。 

 

９日（水）大掃除５限 ＳＣ来校日 

１１日（金）プール水泳終了 

１４日（月）個別懇談会① 安全５  13:15下校 

１５日（火）個別懇談会② 給食終了 13:15下校 

１６日（水）個別懇談会③ 11:35下校 

１８日（金）終業式    11:35下校 

プール水泳も間もなく終わろうとしています。検温・体調

の報告などご協力を有難うございました。 

個別懇談会、宜しくお願いします。暑

い中、またご多忙のところお世話をお

かけしますが宜しくお願いします。 


